








大腸菌の抗 0-抗血清および抗 K1-抗血清のポリクローナル抗体,ならびに pyelonephritis 

associated P-pili(PAP)に対するモノクローナル抗体を作成して大腸菌性尿路感染症患者

分離菌の同定を行い臨床病型との関連について検討した結果,上部尿路感染症の発症には

特定の 0,K1,PAP などの抗原をもつ大腸菌が重要な役割をなしていることが推定された。し

かし,vesicoureteral reflux(VUR)の有無と,分離大腸菌のこれら諸抗原の有無との間には

有意な相関は認められなかった。 


